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③生徒会活動としての取り組み強化
　（例）
　○生活委員　「あいさつ運動」・「ノーチャイムデー」（毎月１０日）など
　○体育委員　ボール貸出、球技大会、昼休み体育館開放など
　○衛生委員会　「生活習慣アンケート」調査など
　○給食委員会　食育推進運動、「給食残さないデー」（毎月１５日）に関する啓発ポスターなど

④保健体育科としての取り組み強化
　○全国体力・運動能力等調査の結果を毎年分析し、全国平均との比較による補強運動等を毎時間の
　　授業の始まりに取り入れた。
　○全国体力・運動能力等調査の全種目（８種目）の学年平均値が「全国平均値を上回ること」を
　　最低限到達目標に設定し、全員が協力しながら「日本一」を目指すことができた。
　○保健体育の授業の延長として、時には
    学級対抗試合、或いは学年での体育的
    な催しなどを「０校時対戦」（７：３０～８：
    １５）として実施し、気運を盛り上げること
    ができた。
　○「校内マッスルランキング」で新体力
    テスト８種目のチャンピオン記録を貼り出
    し、励みと意欲付けをすることができた。
　○武道の必修化を見越して、昨年度から
    試行している柔道の授業を更に深化・
    充実させる。来年度の予算面で設備や用
   具などハード面の改善をすることができた。
校内マッスルランキングなどの掲示の様子→

３　取組の概要

平成２２年度体力向上推進プラン（最終報告）

１　プラン名　　　          　レッツ ・ ビー ・ アクティブ ！ ( Let`s   Be   Active ! )

２　達成目標
　体力は人間の活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の充実に大きく関わっ
ており、生きる力を支える要素である。その生きる力をはぐくむ学校教育の基盤となるのは、「健康・体力
の保持増進」と考え、本校では、①規則正しい生活習慣、②集団の中でのよりよい人間関係づくり、③生
涯にわたって運動やスポーツに親しむ生徒を育てることを目的とする。
○各学年とも全国体力・運動能力等調査の全種目とも、本校生徒の学年平均値が全国平均値を上回
　ることを最低限の目標とし、「日本一」を到達目標とする。
○運動部活動の活性化と学校教育活動のあらゆる場面での様々な機会を通じての運動経験を豊かに
　する工夫をし、意欲的に運動に取り組む生徒を育てる。
○生涯にわたって運動やスポーツに親しむ生徒、望ましい食習慣と健康的な生活習慣を実践できる生
　徒を育てる。
○体育・健康に関する指導を、教科指導、学級・学年指導、校務分掌、生徒会活動など学校教育活動
　を通じて適切に行う。

①体力向上推進委員会の設置
　　全校体制で取り組むために体力向上推進委員会を設置し、研修、調査・研究活動を行うとともに企
　　画・運営・評価等を担った。

②学級・学年・教科・校務分掌などの連携強化
　（例）
　○「給食残さないデー」（毎月１５日）キャンペーン
　○昼休みの運動を活発にする。（王中ソーランの学年練習など）　　など



⑤部活動の活性化
　○アクティブ・ニュース（部活動新聞）を発行することにより部活動の様子や大会結果などを生徒・
　　保護者・地域へ、今まで以上に積極的な情報発信をおこなった。

⑥地域との連携強化
　○地域が主催する行事に積極的に参加協力することができた。　　　　　　　↓１年生卓球教室
　　町民体育大会、町やわらぎマラソン大会、町文化祭など
　○外部指導者の招聘
　　・トップアスリートを招いた講演会と実技講習
　　１０／１５　文部科学省・日本体育協会「子ども
    の体力向上啓発事業」によるプロ卓球選手を
　　招いての１年生対象「王寺中学校スポーツ選
   手活用体力向上事業卓球教室」を実施した。
　　・インストラクターを招いた指導
　　１１／４～ダンスインストラクターを招いて「現
   代的なリズムダンス」のレッスンを実施した。
　○本校の体力向上推進プラン事業の取組を地域の
   広報誌や奈良県教育委員会のホームページの
　　「自慢のワンシーン」などに応募し、広く啓発活
   動に力を入れることができた。
　　　　　　　　　↓２年生ダンス発表会



2010 王寺中学校体力テスト結果　２年生
男子 4～5月測定 握力 上体 長座 反復 RAN 50 幅 ﾊﾝﾄﾞ

本校の平均 32.6736 26.8889 46.4583 52.9 76.2121 8.40833 191.382 21.0145
平成22年度 全国平均 29.7 26.98 43.08 51.04 84.49 8.04 195.37 21.23

差 2.97361 -0.0911 3.37833 1.86 -8.2779 -0.3683 -3.9876 -0.2155
平成22年度 県平均 28.5 27.23 40.85 49.95 78.72 8.05 187.67 20.32

差 4.17361 -0.3411 5.60833 2.95 -2.5079 -0.3583 3.71235 0.69449

2学期以降
の実施等

33.61 29.8529 46.63 　

1500m
　401秒
県平均
　409秒

7.55 204.3 24.12

　
女子 4～5月測定 握力 上体 長座 反復 RAN 50 幅 ﾊﾝﾄﾞ

本校の平均 25.4727 19.3725 48.2692 44.3333 52.6 8.87115 158.647 14.3269
平成22年度 全国平均 23.88 22.33 44.59 44.97 56.45 8.9 166.63 13.29

差 1.59273 -2.9575 3.67923 -0.6367 -3.85 0.02885 -7.9829 1.03692
平成22年度 県平均 23.23 22.73 42.63 43.76 48.44 8.91 162.02 12.7

差 2.24273 -3.3575 5.63923 0.57333 4.16 0.03885 -3.3729 1.62692
2学期以降
の実施等

25.9792 20.5957 49.3617 44.1915 　 　 　 　

６　検証

４　実施体制
　①全校体制で取り組むために体力向上推進委員会を設置し、企画・運営・評価等を担う。体力向上
　　推進委員会が核となり、校内の各組織を機能的に活用し、地域・関係機関との連携を図ることがで
　　きた。
　②あらゆる教育活動を通じて体力向上に取り組むために、学年・学級・校務分掌・生徒会活動などの
　　活性化と連携を強化することができた。
　③地域・関係機関との連携強化をすることができた。

５　成果
○生徒の体力水準が全体的に低下しているのは、例えば部活動や地域のスポーツクラブ等に所属し
　て積極的に運動している生徒と、反面、特に女子に顕著に表れているように体育の授業以外はほと
　んど運動していないような生徒がいる。活発に運動する生徒とそうでない生徒の二極化が広がって
　いることも大いに影響していると考えられる。そのため、本校では上記の様な様々な取り組みにより
　学校教育活動全体を通して実践することができた。特に運動部活動に参加していない生徒が運動や
　スポーツが好きになるような活動をより多く経験させるように工夫することで運動意欲を喚起し、全体
　的な体力水準をある程度引き上げることがきたと考える。一年間の実践だけでは充分ではないが、
　生徒が自ら進んで運動に親しむ姿勢と苦しさに耐える忍耐力を身に付けることにより、生涯にわたっ
　て運動やスポーツに親しむ生徒を尐しは育成できたと考える。

○体育の授業では、今年は特に苦手種目の克服ということに主眼をおいて補強運動を行いました。毎時
　 間、グループに分かれて補強運動を行ったので、中には立ち幅跳びの記録を３０ｃｍも更新した人もあ
　 れば、５０ｍ走で１秒以上も記録を更新したした人もありました。結果としては成果のあるものとなりま
　 した。

○本校では「０校時対戦」とよぶ独自の取り組みを行いました。ソフトボールで先生チームと対戦すると
　 いう試みもあり、非常に盛り上がりのある、活気のあるものとなりました。また、「昼休み」の活動にも
　 力を入れ、なかでも体育大会前の３年生全員によるダンスの中庭練習では全校生徒が見守る中での
　 活動となり、下級生にも良い刺激となったと思っています。来年は更に工夫できたらいいと思います。

○１学期に実施した全国体力・運動能力等調査を２学期以降に再度実施した。（ただし、諸般の事情に
　より実施できなかった種目もあった。）各種目とも概ね学年の平均値は上がったが、残念ながら全て
　の種目が全国平均を上回るまでにはいたらなかった。

○全国体力・運動能力等調査の再チャレンジでは、特に苦手種目を中心に記録の向上を図りました。そ
　 れぞれの学年の都合により全部の種目の再チャレンジができたグループとそうでないグループがあり
　 ましたが、課題として５０ｍ走・持久走・シャトルランなど走力向上には取り組まなければならないと強
　 く感じる結果となりました。

生徒の意見や感想を聞きました。



○一校一運動については本年度特に取り組みはしていません。昼休みの活動を見る限り「大縄跳び」あ
　 るいは「ダンス」が良いのではないかと思っています。来年度は計画的に取り組むよう努力すればい
　 いと思います。

○地域での活動として、例年行われていた「王寺町元旦マラソン大会」では、今まで陸上部だけの１０名
　 程度の参加でしたが、今年から天皇誕生日に「王寺町やわらぎマラソン大会」が実施されることにな
　 り、今年は体力向上に力を入れているので、全校生徒に強く呼びかけ５０名以上が参加しました。

○HPや本校生徒会が独自に作成し毎月１回程度発行している「アクティブニュース」で、部活動の様子
　 や体力テストの結果発表などさまざまな運動・スポーツに関連した情報を壁新聞として掲示しました。
　 校内外に大々的に情報発信することができました。

○来年度の取り組みとしては、「部活動オープンデイ」を企画しています。これは休日に本校の生徒だけ
　 でなく卒業生、地域の方々、あるいは小学生にも広く呼びかけ、練習に参加していただき部活動を活
　 性化していくなどの様々な取り組みをしていきたいと考えています。


